
(57)【要約】
【課題】マグネシウム合金材に表面処理を施す際に、フッ化水素酸等の有害物を発生させ
ず、且つ工数の少ないマグネシウム合金材の表面処理方法を提供すること。
【解決手段】マグネシウム合金材を、研磨剤とフッ素化合物である媒材と共にバレル研磨
を行うマグネシウム合金材の表面処理方法。媒剤としてはフッ素マイカ、フッ化ナトリウ
ム、フッ化カリウム、フッ化リチウム、フッ化アルミニウム、フッ化アンモニウムから選
択された一つが用いられる。またフッ素化合物の混入量が０ .１ｗ％～５ｗ％の範囲で採
用される。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 で あ っ て 、 バ レ ル 研 磨 に 使 用 す る 媒 剤 が フ ッ 素 化 合
物 で あ る こ と を 特 徴 と す る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 研 磨 剤 と 媒 剤 を 使 っ た バ レ ル 研 磨 に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 で あ っ て 、
媒 剤 が フ ッ 素 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 媒 剤 が フ ッ 素 マ イ カ 、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 カ リ ウ ム 、 フ ッ 化 リ チ ウ ム 、 フ ッ 化 ア
ル ミ ニ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム か ら 選 択 さ れ た 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記
載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 媒 剤 が フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材
の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 研 磨 材 が シ リ カ 、 酸 化 ア ル ミ 、 ガ ー ネ ッ ト 、 炭 化 ケ イ 素 か ら 選 択 さ れ た 一 つ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 研 磨 剤 が 炭 化 ケ イ 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面
処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 フ ッ 素 化 合 物 の 混 入 量 が ０ .１ ｗ ％ ～ ５ ｗ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ
グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 処 理 方 法 に よ り 製 造 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合
金 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 研 磨 剤 を 使 っ た
バ レ ル 研 磨 に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 、 及 び そ の 表 面 処 理 方 法 に よ っ て 処
理 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 卑 金 属 に 属 す る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 材 料 （ マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 料 ） は 非 常 に 活
性 な 金 属 で あ り 、 実 用 可 能 な 金 属 中 で は 最 も 卑 な 金 属 で あ る 。
　 そ の た め マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 料 は 表 面 が 酸 化 等 を 受 け て 腐 食 し 易 い 欠 点 が あ り 、 表 面 処
理 を 行 っ て 耐 食 性 を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。
　 耐 食 性 を 向 上 さ せ る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 直 接 塗 料 （ 例
え ば ア ク リ ル 系 等 の 有 機 樹 脂 塗 料 ） を 塗 布 す る 方 法 が あ る が 、 し か し 、 直 接 、 マ グ ネ シ ウ
ム 合 金 材 に 塗 料 を 塗 布 し て も 表 面 の 酸 化 が 起 き 易 い た め に 塗 装 層 と の 密 着 性 が 悪 く 剥 離 が
起 き 易 い 。
　 従 っ て 、 塗 装 の 前 段 階 で マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 に 対 し 予 め 表 面 処 理 を 施 す こ と で マ グ ネ シ
ウ ム 合 金 材 と 塗 料 と の 密 着 性 を 向 上 さ せ て い る 。
　 そ の 表 面 処 理 方 法 の 一 つ と し て 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 陽 極 酸 化 皮 膜 を 形 成 さ せ
る 方 法 が あ る が 、 層 を 形 成 し て も 酸 化 皮 膜 自 体 が 微 細 穴 を 有 す る た め に 、 そ れ に よ り 腐 食
の 原 因 と な る 場 合 が あ る 。
　 ま た 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 を フ ッ 素 化 合 物 と 反 応 さ せ る 方 法 （ 特 許 文 献 １ ） も 知
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の フ ッ 素 化 合 物 を 使 っ て 表 面 を 処 理 す る 方 法 は 、 具 体 的 に は 、 フ ッ 素 化 合 物 を 含 む 酸
性 溶 液 に マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を 浸 漬 す る 手 法 を 採 用 し て お り 、 そ の 結 果 、 フ ッ 素 化 合 物 が
表 面 に 付 与 さ れ て 塗 装 密 着 性 を 低 減 さ せ る ス マ ッ ト （ す な わ ち 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を 酸
で 洗 っ た 後 に 付 着 す る 黒 色 の 微 粉 末 ） の 付 着 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ６ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 フ ッ 素 化 合 物 を 使 っ て 表 面 を 処 理 す る 方 法 は 、 フ ッ 素 化 合 物 と 酸 性 溶 液 を 混 合
す る の で 、 上 記 表 面 処 理 中 に 人 体 に 有 害 な フ ッ 化 水 素 酸 が 必 然 的 に 生 成 さ れ る 。
　 そ の 結 果 、 処 理 工 程 に お け る 作 業 環 境 が 極 め て 悪 い も の と な る 。
　 ま た 、 こ の 表 面 処 理 方 法 は 酸 洗 い 、 温 水 洗 い 及 び 水 洗 と そ れ ぞ れ 水 槽 が 異 な る ３ つ の 処
理 工 程 を 経 る 必 要 が あ り 、 処 理 対 象 と な る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を 順 次 各 水 槽 へ と 移 し 変 え
な け れ ば な ら ず 工 数 が 多 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な れ た も の で あ る 。
　 即 ち 、 本 発 明 は マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 に 表 面 処 理 を 施 す 際 に 、 フ ッ 化 水 素 酸 等 の 有 害 物 を
発 生 さ せ ず 、 且 つ 工 数 の 少 な い マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
　 更 に ま た 、 そ の 表 面 処 理 方 法 に よ っ て 処 理 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を 提 供 す る こ と で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 以 上 の よ う な 背 景 に 対 し て 鋭 意 工 夫 を 重 ね た 結 果 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を バ
レ ル 研 磨 す る 際 に 、 同 時 に そ の 媒 剤 と し て フ ッ 素 化 合 物 を 使 う こ と で 上 記 の 問 題 点 を 解 決
で き る こ と を 見 出 し 、 そ の 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 （ １ ） 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 で あ っ て 、 バ レ ル 研 磨
に 使 用 す る 媒 剤 が フ ッ 素 化 合 物 で あ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ２ ） 、 研 磨 剤 と 媒 剤 を 使 っ た バ レ ル 研 磨 に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の
表 面 処 理 方 法 で あ っ て 、 媒 剤 が フ ッ 素 化 合 物 で あ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に
存 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ３ ） 、 媒 剤 が フ ッ 素 マ イ カ 、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 カ リ ウ ム 、 フ
ッ 化 リ チ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム か ら 選 択 さ れ た 一 つ で あ る 上 記
（ ２ ） 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ４ ） 、 媒 剤 が フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム で あ る 上 記 （ ３ ） 記 載 の マ グ ネ シ ウ
ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ５ ） 、 研 磨 材 が シ リ カ 、 酸 化 ア ル ミ 、 ガ ー ネ ッ ト 、 炭 化 ケ イ 素 か ら 選
択 さ れ た 一 つ で あ る 上 記 （ ２ ） 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ６ ） 、 研 磨 剤 が 炭 化 ケ イ 素 で あ る 上 記 （ ５ ） 記 載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金
材 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 （ ７ ） フ ッ 素 化 合 物 の 混 入 量 が ０ .１ ｗ ％ ～ ５ ｗ ％ で あ る 上 記 （ ２ ） 記
載 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 表 面 処 理 方 法 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま た 本 発 明 は 、 （ ８ ） 、 上 記 （ １ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 処 理 方 法 に よ り
製 造 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 本 発 明 の 目 的 に 添 っ た も の で あ れ ば 上 記 発 明 を 適 宜 組 み 合 わ せ た 構 成 も 採 用 可 能 で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 で あ っ て 、 研 磨 剤 を 使 っ た バ レ ル 研 磨 に
よ る 際 の 研 磨 剤 が フ ッ 素 化 合 物 で あ る た め に 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 対 し て 、 薄 い
フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 皮 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 こ の フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 皮 膜 自 体 は 極 め て 緻 密 で 均 一 で あ る た め 塗 装 時 の 塗 料 の 密 着 性
を 大 き く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 バ レ ル 研 磨 を 行 う 際 に 一 挙 に 表 面 の 研 磨 と フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 皮 膜 の 形 成 を 達 成
す る こ と が 可 能 で あ り 、 従 来 の フ ッ 化 化 合 物 を 使 っ た 表 面 処 理 方 法 と 異 な り 、 表 面 処 理 工
程 と し て 複 数 の 工 程 を 必 要 と せ ず 工 数 が 低 減 さ れ 、 作 業 効 率 が 向 上 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 は 、 表 面 処 理 過 程 で 酸 性 溶 液 を 使 う こ と が な い た め に 、 フ ッ 化 水 素 酸 の 発
生 が な く 、 処 理 工 程 に お け る 作 業 環 境 が 極 め て 良 い も の と な る 。
　 ま た こ の 表 面 処 理 で 処 理 し た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 は 塗 料 の 密 着 性 が 良 く 剥 が れ に く い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 実 施 形 態 〕
　 本 発 明 は 、 研 磨 剤 を 使 っ た バ レ ル 研 磨 に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 処 理 方 法 で あ っ
て 、 媒 剤 が フ ッ 素 化 合 物 で あ る こ と に 特 徴 が あ る 。
　 バ レ ル 研 磨 は 、 通 常 、 研 磨 剤 及 び 媒 剤 （ 仕 上 げ 効 果 を 促 進 す る 物 質 ） と 処 理 対 象 物 で あ
る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 と を 一 緒 に バ レ ル 容 器 に 投 入 し 該 容 器 を 一 定 時 間 回 転 さ せ る こ と に
よ り 処 理 対 象 物 の 表 面 を 研 磨 す る も の で あ る 。 本 発 明 で は 、 バ レ ル 研 磨 を 行 う 際 の 媒 剤 と
し て は 、 特 に フ ッ 素 化 合 物 を 使 っ て い る 。
　 こ こ で 、 研 磨 剤 と し て は 、 酸 化 ア ル ミ 、 天 然 石 、 炭 化 ケ イ 素 等 が 採 用 さ れ る 。
　 な お 、 研 磨 剤 と し て 炭 化 ケ イ 素 を 用 い た 場 合 、 バ レ ル 研 磨 の 際 に 、 他 の 研 磨 剤 よ り も 緻
密 に 、 研 磨 ム ラ な く 研 磨 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 こ れ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た フ ッ 素 化 合 物 と し て は 、 フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 、 フ ッ 化 カ リ ウ ム 、 フ ッ 化 リ チ ウ ム 、 フ
ッ 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及 び フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム 等 が 採 用 さ れ る 。 特 に 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム
は 水 に 対 す る 溶 解 性 が 高 く 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 と の 反 応 性 が 大 き く な る の で 、 こ れ を 採
用 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
　 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を バ レ ル 研 磨 す る こ と で 、 そ の 表 面 が 研 磨 剤 の 作 用 に よ り 研 磨 さ れ
て 表 面 の 微 細 な 凹 凸 が 修 正 さ れ て 無 く な り 磨 か れ た 状 態 と な る 。
　 一 方 、 同 時 に 、 媒 剤 で あ る フ ッ 素 化 合 物 が マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 表 面 に 瞬 間 的 に 作 用 し
て 、 フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 皮 膜 （ 約 ０ ． １ μ ｍ ～ ５ μ ｍ ） を 形 成 す る の で あ る 。
　 通 常 、 研 磨 の 後 は 、 迅 速 に 表 面 の 酸 化 が 生 じ る の で 、 そ の 後 、 表 面 に 対 し て フ ッ 素 化 合
物 を 作 用 さ せ て も 皮 膜 が 生 じ に く い も の で あ る が 、 本 発 明 で は 、 バ レ ル 研 磨 を 行 う こ と に
よ り 「 研 磨 」 と ほ ぼ 同 時 に フ ッ 素 化 合 物 を 作 用 さ せ る こ と で き る た め に 表 面 に 酸 化 膜 が 生
じ る 間 も な く 皮 膜 （ フ ッ 化 マ グ ネ シ ウ ム 皮 膜 ） 効 果 的 に 形 成 さ れ る の で あ る 。
　 そ し て 皮 膜 は 極 め て 緻 密 で 均 一 で あ り 、 処 理 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 は 塗 料 の 密 着 性
が 良 く 剥 が れ に く い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 は 湿 式 バ レ ル 研 磨 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い の で 、 研 磨 剤 と 媒 剤 に 加
え 更 に 水 を バ レ ル 容 器 の 中 に 混 入 す る 。
そ し て 、 媒 材 で あ る フ ッ 素 化 合 物 の 混 入 量 は 、 ０ .１ ｗ ％ ～ ５ ｗ ％ に す る こ と が 好 ま し い
。
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　 フ ッ 素 化 合 物 の 混 入 量 が ０ .１ ｗ ％ よ り も 小 さ い 場 合 、 逆 に マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 の 塗 料
に 対 す る 密 着 性 が 減 少 す る 。
　 ま た 、 フ ッ 素 化 合 物 の 混 入 量 が ５ ％ よ り も 大 き い 場 合 も 同 様 に 密 着 性 が 減 少 す る 。
　 な お 混 入 量 と は 、 バ レ ル 容 器 内 に 混 入 し た 水 に 対 す る 重 量 ％ を い う 。
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
〔 実 施 例 １ 〕
　 こ こ で は フ ッ 素 化 合 物 で あ る フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム を 添 加 し た 研 磨 剤 ス ラ リ ー （ 研 磨 剤 、
フ ッ 素 化 合 物 及 び 水 を 混 合 し た も の ） を 用 い て 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 板 （ 材 質 Ａ Ｚ － ３ １ 、
サ イ ズ ： ５ ０ × ２ ０ × ０ ． ５ ｍ ｍ ） に 対 し て バ レ ル 研 磨 を 行 っ た 。
１ ） バ レ ル 容 器 と し て は １ ０ ０ ｍ ｌ の 円 筒 型 容 器 を 用 い た 。
２ ） 研 磨 剤 ： 炭 化 ケ イ 素 （ 粒 度 ＃ ６ ０ 、 ２ ０ ｇ ）
　 　 水 ： ２ ０ ｍ ｌ
　 　 フ 素 化 合 物 ： フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム （ 混 入 量 ０ .１ ｗ ％ ）
３ ） 振 と う 機 で ４ ５ ０ 回 /分 の 条 件 で ３ ０ 分 間 研 磨 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
　 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム の 混 入 量 を １ ｗ ％ と し た こ と 以 外 全 て 実 施 例 １ と 同 様 の 手 順 で 行 っ
た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 実 施 例 ３ 〕
　 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム の 混 入 量 を ２ ｗ ％ と し た こ と 以 外 は 全 て 実 施 例 １ と 同 様 の 手 順 で 行
っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 実 施 例 ４ 〕
　 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム の 混 入 量 を １ ０ ｗ ％ と し た こ と 以 外 は 全 て 実 施 例 １ と 同 様 の 手 順 で
行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
〔 実 施 例 ５ 〕
　 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム の 混 入 量 を ０ .０ ５ ｗ ％ と し た こ と 以 外 は 全 て 実 施 例 １ と 同 様 の 手
順 で 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 比 較 例 １ 〕
　 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム を 添 加 し な か っ た こ と 以 外 は 全 て 実 施 例 １ と 同 様 の 手 順 で 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 ぎ に 本 発 明 で あ る マ グ ネ シ ウ ム の 表 面 処 理 方 法 に よ っ て 塗 料 に 対 す る 密 着 性 が 向 上 し
た こ と を 証 明 す る 実 験 を 行 っ た 。
　 本 発 明 に よ り 表 面 処 理 が 施 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 に ア ク リ ル 塗 料 を 塗 布 し 、 JIS K 
５ ４ ０ ０ 基 盤 目 テ ー プ 法 に 準 じ て 、 剥 離 試 験 を 行 っ た 。
　 な お 、 JIS K ５ ４ ０ ０ 基 盤 目 テ ー プ 法 と は 、 塗 布 面 上 １ ０ ｍ ｍ 角 中 に １ ｍ ｍ 間 隔 に カ ッ
タ ー で 切 れ 目 を 入 れ 、 １ ０ ０ 升 の 碁 盤 目 を 作 り 、 粘 着 テ ー プ を そ の 上 に 貼 り 付 け た 後 、 剥
離 す る 試 験 方 法 で あ る 。
　 目 視 で は 、 剥 離 し た 升 目 の 確 認 が 困 難 で あ っ た た め 、 剥 離 し た 升 目 の 数 に よ る 評 価 は 採
用 し な か っ た 。
　 そ こ で 拡 大 写 真 に よ り 剥 離 状 況 を 定 性 的 に 評 価 し 、 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 表 １ 〕
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 １ か ら 分 か る よ う に 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 材 を フ ッ 素 化 合 物 と 共 に バ レ ル 研 磨 す る こ と
で 、 塗 料 の 密 着 性 が 大 き く 向 上 す る 。
　 ま た 、 フ ッ 化 ア ン モ ニ ウ ム の 混 入 量 が １ ０ ｗ ％ 以 上 又 は 、 ０ ． ０ ５ ｗ ％ 以 下 と な る と 逆
に 密 着 性 が 低 下 す る こ と が 分 か る 。
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